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4.2 ではアニオンとカチオンの電気陰性度の差が小さく NH3 蒸気圧の低い塩化マグネ
シウムについて，アンミン錯体形成反応を研究した。塩化マグネシウムのアンミン錯体
には熱力学的に安定な mono, di, hexa-の 3 相[MgCl2(NH3)n, n=1,2,6]が存在する。本研究で
































備考 審査の要旨は，1,500字程度とする。  
  
